
下水道の普及による水質の向上

下水道の普及により公共用水域（海・河川）の水質が向上する。 （下図：大津川水質値）

合流式下水道（下水処理場）の緊急改善計画事業により、水質が改善される。 （事業期間：Ｈ２０～Ｈ２３）

生きる水をつくりだす下水道！

普及率（％）BOD（mg/lℓ）

処理場の合流改善事業による水質の改善

下水道の普及に伴い、大津川のBODが低下し水質が改善される。
合流改善事業により、大阪湾への
放流水質が改善される。

多くの水生生物や植物、それと共に生きる動物、われわれにとって水は、「欠かせないもの」であり、
生きるものへ「和みを生み出すもの」となる。
その生きる水をつくりだすために下水道は、これからも無くてはならないものとして求められる。

年度
BOD

（ｔ/年）

Ｈ２６ ２２．２

Ｈ２５ １２．６

Ｈ２４ １８．２

計画時
Ｈ１４

４４．３

市内外から多くの方が集う魚釣りスポット

（大阪府泉大津市）


